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““CCOURSE 50OURSE 50””の概要の概要

背景

高炉ｶﾞｽからのCO2分離回収ｺｽﾄ［2000円/t-CO2］を可能とする

新化学吸収液の開発（H20～H24年度）

環境調和型製鉄プロセス技術開発（COURSE50：H20～H24)により、製鉄所における現状の排出

レベルに比較して、約30%のCO2削減可能な技術開発を目指す。

高炉からのCO2排出削減技術開発等

目標

①．ＣＯ２分離回収エネルギー：目標 2.0［GJ/t-CO2］

②．計算化学的手法を活用した新吸収液開発

(量子化学計算、ケモインフォマティックス法)
③．パイロットプラントによる開発技術の実証
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新化学吸収液の開発
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製鉄所排ガス中の製鉄所排ガス中のCOCO22回収の概要回収の概要

高濃度CO2ｶﾞｽ

製鉄所

化学吸収法
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再生塔
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前処理

低ｺｽﾄＣＯ２回収技術

高炉１基．３８０万ﾄﾝ粗鋼/年

高炉ｶﾞｽ中のＣＯ２ ２６０万ﾄﾝ/年

高炉ｶﾞｽ
CO2濃度 ２２ %
ＣＯ，Ｈ２等を含む

CO2濃度 ２ %
鉄鋼プロセス用燃料として利用

CO2濃度

９９ %

高性能化学吸収液の開発

ｴﾈﾙｷﾞｰ効率の最適化
（廃熱ｴﾈﾙｷﾞｰの利用）

後処理



新吸収液の開発新吸収液の開発

(1)

高吸収速度(2)

→液量低減

ローディング差の向上、高濃度化

(3) 反応熱 約30% 削減

吸収液特性

(1) BFGガス中の不純物耐性

(2) 金属腐食性

(3) 低揮散性

(1) BFGガス中の不純物耐性

(2) 金属腐食性

(3) 低揮散性
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